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いて紹介し、平成 25 年度から平成 26 年度前期の約一
年半に渡る FD の運営の実際について記述する。 
2. FD(Faculty Development)における課題と協働実践
省察型 FDの必要性 
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 表 1からは、まず、平成 25 年度においては常勤教員
が 20 名（研究者教員 13 名、実務家教員 7 名）、非常勤
講師が 7 名（実務家教員 5 名、民間企業関係 2 名）、さ
らに研究者教員と実務家教員の比は「13:12」で構成さ
れていることがわかる。また、平成 26 年度は常勤教員
が 27 名（研究者教員 13 名、実務家教員 14 名）、非常
勤講師が 8名（実務家教員 6名、民間企業関係 2 名）、
さらに研究者教員と実務家教員の比は「13:20」で構成
されている。これらの情報から把握できることとして、




















 福井大学教職大学院では平成 25 年度、26 年度のど
ちらも毎週火曜日の 5 限（16 時半〜18 時）に FD を実
施している。本節では、福井大学教職大学院における
FD のカリキュラムとサイクルについて述べる。以下に
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